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慶應義塾大学ビジネス・スクール 
 
 

2025 年度 第 1クール 

ケースメソッド教授法セミナー 
ベーシック・モジュール 

 

授業シラバス 
 
 

担当講師 竹内 伸一 

     丸尾 聰 

 
 
 
１．概要 

 
本セミナーの参加者が目指すゴールは、ケースメソッド教育を理解し、実践のための第一

歩を踏み出せるようになることです。具体的には、ケースメソッド授業の特徴である双方向

性、創発性、協働性、内省促進性を十分に引き出し、学習者の実践力を育むための、教材選

択、授業設計、授業運営、ふりかえりが適切に行えるようになることが求められています。 

 
 
２．授業で重視する価値観と目的 
 

慶應義塾の鳥居泰彦元塾長はケースメソッドによる討論形式の授業の重要性について次

のように述べています。「教育は受け身であってはなりません。学生は自ら学ぶのであっ

て、教育は自分でするものです。自ら積極的な意思を持って、自らの個性を見いだし、確

立し、自分に一番必要な生き方を見定めていく作業が必要になります。これは他人まかせ

の受け身ではできません。だから、教育は自分でするものです。では、自分で学ばねばな

らない学生に向けて、教師は何をすべきでしょうか。学者として研鑽した知識を学生に授

けることは重要です。しかしそれだけで教師として真になすべきことのすべてをしたこと

にはなりません。講義した知識が、学生の主体性と積極性によって彼らの叡智となるよう

にすることこそ、本来のものです。ケースメソッドによる討論形式の授業は、これを目指
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しています。ケースメソッドでは、教師も学生も『学びの共同体』をつくるのであり、自

ら考え、責任ある発言をし、討論することで単なる知識を高度な叡智として獲得しようと

します。」 
 

本セミナーでは、教師として「真になすべきこと」を遂行するために必要な授業方法と

その導入技術の獲得、ならびにその向上を第一目的としています。しかし、この目的を追

っていくと、日常の職務の中にある会議やミーティングでの討議の場面で適切にリーダー

シップを発揮するセンスも磨かれるはずであり、クラスを構築し運営することがプロジェ

クト・マネジメントに通じていることにも自然と気付かれるでしょう。本セミナーでは、

実践的授業方法の獲得のみならず、組織におけるリーダーシップ開発の一助とすることま

でを、目的として捉えています。ケースメソッド授業の運営と、組織におけるミドルクラ

ス以上のマネジャーが発揮すべきリーダー行動の共通点は、「メンバーの主体性を尊重し、

その能力の発揮を真に願い、自発的な行動を全力で支援して促しつつ、それらを束ねて、

全体の動きを方向付けていく」ところにあります。参加者にはこのことを開講後の比較的

早期に実感してもらえるよう、本セミナーを運営していきたいと考えています。 
 
 
３．本セミナーの特徴 
 

本セミナーの特徴は、ケースメソッドで教える：すなわちディスカッションリードの「場

数を踏む」ための機会を最大限に設けていることにあります。幸いにして本セミナーには、

ケースメソッドによるディスカッション授業の運営スキルを身につけたいと望む参加者

が集い、ときに自らがディスカッションリーダーとなり、練習相手を務めてくれる仲間に

よって磨かれていきます。このように本セミナーは志を同じくした参加者たちが同じ場所

に集うからこそ成立します。この教室で実践知としてのディスカッションリード技術を積

み上げ、同時にその習得を支えるための知識を向上させながら、ディスカッションリーダ

ーとしての姿勢・態度を育むことを目指します。 
 
 
４．授業の内容構成 
 
本セミナーの中心には「ディスカッションリード演習」が置かれます。これを繰り返す

ことにより、ケースメソッドによる授業運営に必要な実践知と身体能力が獲得されます。

この中核的訓練を支えるために、ケースメソッド教育に関する理論知識や周辺知識を整理

する「レクチャー」の時間も毎セッション設けています。第２セッション以降の毎回の授

業進行の基本パターンと時間配分はおおむね次のとおりです。 
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１０：００～１１：１０  レクチャー 
１１：１０～１３：３０  ディスカッションリード演習（AMの部） 
１３：３０～１４：３０  昼休み 
１４：３０～１６：５０  ディスカッションリード演習（ＰMの部） 
１６：５０～１７：３０  その日のまとめ 

 
※ 遅い時間帯での昼食となりますので、朝食はしっかりとってご参加ください。 

 
 
５．参加対象者 
 

本セミナーの参加対象者として、KBSが主に想定している参加者像は次の通りです。 
 
第一に、大学をはじめとする教育機関で教える教員、およびセミナー等で教える講師で

す。本セミナーでは、教育活動にさまざまに尽力されている方々の参加をこころから歓迎

します。 
 
第二に、ケースメソッドを用いた教育を企画・推進・維持する立場にいる人です。ケー

スメソッド授業で可能になる学びと、学習の原理、その水先案内人となるディスカッショ

ンリーダーの役割や、育成のプロセスはもとより、研修企画者が必要としている研修計画

上の留意点や外部講師とのコミュニケーションのポイントのいくつかが、本セミナーによ

って概観できます。その意味では、教育ビジネス従事者に限らず、あらゆる経営組織の人

事教育担当者に参加していただくことが可能です。 
 

第三に、ディスカッションというメディアを用いて行う知的活動において、人間集団を

動かしていくリーダーシップスキルを育成したいと考える方々です。本セミナーは一義的

には「ケースメソッドによる教授法のセミナー」ですが、その本質には、教える内容の専

門性よりも、人々をディスカッションに駆り立て、ゴールに導くための姿勢・態度・スキ

ルの方をより大きく見据えていますので、メンバーを束ねる立場にいる方で、ディスカッ

ションという知的活動がもたらす成果に期待している方を広く歓迎します。 
 
本セミナーで使用するケース教材は、ケースメソッド授業が行われている教室に生じた問題状況を描写

したものばかりですので、参加者の専門領域が経営学や教育学と縁遠くても、また多様であっても、学習

には支障ありません。 
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６．授業の日程と内容 
 
第１セッション 6 月 7日（土）10：00－17：30 

ケースメソッド教育の概略を理解するとともに、本セミナーの根幹を成す「ディスカッショ

ンリード演習」を次回から行うための準備を整えます。そのために、担当講師がディスカッ

ションリードのデモを行った後に、自らのディスカッションリード計画を公開して、その作

り方を学びます。 

 

＜当日スケジュールと使用教材＞ 

10:00～10:30  オリエンテーション 

・本シラバス 

10:30～13:30  レクチャー＆ディスカッション：ケ－スメソッドを理解する 

・PPT 資料「ケースメソッド教授法」（当日配布） 

・ハンドアウト「ソクラテスメソッド」 

・ハンドアウト「ふたつのマインドセット」 

13:30～14:30  昼食 

14:30～16:00  ディスカッションリード・デモ（担当：竹内） 

・ケース「動くはずなのに動かない授業」 

  －14:30～15:00 グループ討議 －15:10～16:10 クラス討議  

16:20～16:50  レクチャー＆ディスカッション：授業計画の作成 

・授業計画「動くはずなのに動かない授業」（当日配布） 

16:50～17:30  Ｑ＆Ａ、全体フィードバック、演習希望者への諸説明 

・ハンドアウト「演習で使用するケース教材のあらすじ」 

 

＜予習要領＞ 

１）授業の事前に内容を熟読し、設問に対する自分の回答を書き出しておくべきもの 

・ ケース「動くはずなのに動かない授業」【授業準備ノート要提出】  

  設問１：金田准教授はどのような問題に直面しているか。 

設問２：金田准教授は、初回の授業に向けた授業の準備とその運営を、これ以後 

どのように改めるべきか。 

準備要領は、P9（９．必要な準備とワークロード）をご参照下さい。  

２）授業の事前に、内容にざっと目を通しておけばよいもの 

・ 本シラバス 

・ ハンドアウト「演習で使用するケース教材のあらすじ」 

・ リーディング「ケースメソッドによる経営能力の育成」「理論知識と実践知識」 

・ ハンドアウト「ソクラテスメソッド」「ふたつのマインドセット」 
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・ 教科書『ケースメソッド教授法入門』pp.3-44  

３）このセミナーが終わるまでに目を通しておくとよいもの 

・ リーディング「ケースメソッドによる討論授業―価値観とスキル―」「初めてディ

スカッションリードを行う教師の胸中」 

 

 

第２セッション 6 月 28日（土）10：00－17：30 

「討議から学ぶことの価値を考える」と題したショートレクチャーを行った後、参加者によ

る「ディスカッションリード演習」を立ち上げ、「グループ討議」「クラス討議」「演習者への

フィードバック」という本セミナーの基本サイクルを確立します。 

 

＜当日スケジュールと使用教材＞ 

10:00～10:10  オリエンテーション 

10:10～11:10  レクチャー＆ディスカッション：討議から学ぶことの価値を考える 

11:10～13:30  ディスカッションリード演習①（担当：     ） 

・ケース「噛み砕いて教えてもらえる場」 

  －11:10～11:40 グループ討議 －11:50～12:40 クラス討議 －12:50～13:30 フィードバック 

13:30～14:30  昼食 

14:30～16:50  ディスカッションリード演習②（担当：     ） 

・ケース「今日の授業に失望しています！新任講師田中恵（A）」 

  －14:30～15:00 グループ討議 －15:10～16:00 クラス討議 －16:10～16:50 フィードバック 

16:50～17:30  Ｑ＆Ａ、全体フィードバック 

 

＜予習要領＞ 

１）授業の事前に内容を熟読し、設問に対する自分の回答を書き出しておくべきもの 

・ ケース「噛み砕いて教えてもらえる場」【授業準備ノート要提出】 

・ ケース「今日の授業に失望しています！新任講師田中恵（A）」【授業準備ノート要提

出】 

ディスカッション設問は、このケースを担当するディスカッションリーダーから追って指示されます。準備要領

は、P9（９．必要な準備とワークロード）をご参照下さい。 

２）授業の事前に、内容にざっと目を通しておけばよいもの 

・ リーディング「気づいてみたら身についていたもの」「議論を通して得た仲間」 

・ 教科書『ケースメソッド教授法入門』pp.45-57  
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第３セッション 7 月 19日（土）10：00－17：30  

「参加者を理解する」と題したショートレクチャーを行った後、参加者による「ディスカッ

ションリード演習」に進みます。開講後 11 時間が経過しているので、参加者間の協働水準

を上向けつつ、参加者による「ディスカッションリード演習」の実践水準も少しずつ向上さ

せていきます。 

 

＜当日スケジュールと使用教材＞ 

10:00～10:10  オリエンテーション 

10:10～11:10  レクチャー＆ディスカッション：参加者を理解する 

         ・ハンドアウト「Know your students & Less is more」（当日配

布） 

11:10～13:30  ディスカッションリード演習③（担当：     ） 

・ケース「日本人留学生 田中功一」 

  －11:10～11:40 グループ討議 －11:50～12:40 クラス討議 －12:50～13:30 フィードバック 

13:30～14:30  昼食 

14:30～16:50  ディスカッションリード演習④（担当：     ） 

・ケース「クラス発言の裏事情」 

  －14:30～15:00 グループ討議 －15:10～16:00 クラス討議 －16:10～16:50 フィードバック 

16:50～17:30  Ｑ＆Ａ、全体フィードバック 

 

＜予習要領＞ 

１）授業の事前に内容を熟読し、設問に対する自分の回答を書き出しておくべきもの 

・ ケース「日本人留学生 田中功一」【授業準備ノート要提出】 

・ ケース「クラス発言の裏事情」【授業準備ノート要提出】 

ディスカッション設問は、このケースを担当するディスカッションリーダーから追って指示されます。準備要領

は、P9（９．必要な準備とワークロード）をご参照下さい。 

２）授業の事前に、内容にざっと目を通しておけばよいもの 

・ リーディング「ゼネラルマネジメント育成とケースメソッド」「ディスカッション

授業参加者の期待と不安」 

・ 教科書『ケースメソッド教授法入門』pp.69-78  
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第４セッション 8 月 2日（土）10：00－17：30  

「学びの共同体を築く」と題したショートレクチャーを行い、「学習装置」としてのクラスの

構築方法について議論することで、ビジネス場面で発揮するリーダーシップとの接続を試み

ます。参加者による「ディスカッションリード演習」もこの頃には十分に安定しているはず

なので、楽しく豊かな時間が過ごせているでしょう。 

 

＜当日スケジュールと使用教材＞ 

10:00～10:10  オリエンテーション 

10:10～11:10  レクチャー＆ディスカッション：学びの共同体を築く  

11:10～13:30  ディスカッションリード演習⑤（担当：     ） 

・ケース「あの人が話し出すと授業が止まる」 

  －11:10～11:40 グループ討議 －11:50～12:40 クラス討議 －12:50～13:30 フィードバック 

13:30～14:30  昼食 

14:30～16:50  ディスカッションリード演習⑥（担当：     ） 

・ケース「町おこし起業家塾」 

  －14:30～15:00 グループ討議 －15:10～16:00 クラス討議 －16:10～16:50 フィードバック 

 16:50～17:30  Ｑ＆Ａ、全体フィードバック 

  

＜予習要領＞                        

１）授業の事前に内容を熟読し、設問に対する自分の回答を書き出しておくべきもの 

・ ケース「あの人が話し出すと授業が止まる」【授業準備ノート要提出】 

・ ケース「町おこし起業家塾」【授業準備ノート要提出】 

ディスカッション設問は、このケースを担当するディスカッションリーダーから追って指示されます。準備要領

は、P9（９．必要な準備とワークロード）をご参照下さい。 

２）授業の事前に、内容にざっと目を通しておけばよいもの 

・ リーディング「ケースメソッド講師になること」 

・ 教科書『ケースメソッド教授法入門』pp.91-103 

 

     
使用する教材のうち、事前配布分については、参加者に事前に郵送します。当日配布分は授

業中に配布し、授業を休んだ場合は、次のセッションに出席したときに講師から手渡します。 
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７．授業が行われる場所 
 

慶應義塾大学大学院経営管理研究科 （神奈川県横浜市日吉） 
日吉キャンパス 協生館４Ｆ 階段教室４ 
交通：東急東横線日吉駅下車徒歩３分 

 

 キャンパス地図 URL： https://www.keio.ac.jp/ja/maps/hiyoshi.html 

 協生館 URL：http://www.kcc.keio.ac.jp/ 

 

 

８．使用する教科書および参考図書情報 

 
教科書：『ケースメソッド教授法入門 ～理論・技法・演習・ココロ～』  

高木晴夫監修，竹内伸一著，慶應義塾大学出版会，2010 

 

※ この教科書について 

本書は「ケースメソッド教授法セミナー」を誌上体験できるように書かれ、編集されていますの

で、授業内容の先取りや振り返りは、基本的には本書でできるようになっています。とりわけ、

第１部の第１章から第４章はそれぞれ、セッション１からセッション４の朝のレクチャーテーマ

に対応していますので、ここに書かれていることは読んで理解していただき、授業ではその先の

議論をしたいと考えています。余裕があれば、添付の DVD も事前に視聴しておいてください。 

 

参考図書：『ケース・メソッド教授法』  

L．B．バーンズ他著，高木晴夫訳，ダイヤモンド社，2010 

 

※ この参考書について 

約 530 ページからなるこの教科書は全体が３部構成になっていて、第Ⅰ部と第Ⅲ部がいわゆる

教科書的な記述であり、第Ⅱ部がケース集・リーディング集になっています。第Ⅰ部だけ読んで

も多くを学べますが、この本の本質的なよさは量・質ともに豊かな第Ⅱ部にあり、それが｢ケース

メソッド授業法をケースメソッドで学ぶ｣という本書のコンセプトを支えています。内容的に示

唆に富むリーディングも多く、本セミナーが大切にしている本ですが、あいにく絶版となりまし

た。そのため書名だけ挙げさせていただきます。 
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参考図書：『実践！日本型ケースメソッド教育』  

高木晴夫・竹内伸一，ダイヤモンド社，2006 

 
※ この参考書について 

この本は、主に企業の人事担当者に向けて、ケースメソッドで学んだ従業員が、組織の強みにど

のように寄与するのかを論じています。教授法についての具体的内容はほとんど出てきません

が、「ケースメソッドが育成する人材像」を絶えず明確にしておくことは、教授法の学習に際し

て重要ですので、参考図書に挙げました。【ただし絶版】 

 
 
９．必要な準備とワークロード 
 
６項の授業内容にある「ディスカッションリード演習」について必要になる事前準備は、

ディスカッションリードを行う【講師役】、その講師役を演習当日までさまざまに支援する

【サポート役】、講師役のディスカッションリードに対して発言して議論する【参加者役】

の三者で異なります。 
 

第１セッションの最後に、第２セッション以降のディスカッションリード演習６回分

の【講師役】６名をまず決定します。また併せて、【サポート役】を原則として講師役

１名につき 2名ずつ決定します。決定方法は立候補者によるじゃんけんです。 
 
【講師役】と【サポート役】はチームを組み、お互いに協力しながら授業準備に当た

ります。ケースメソッド授業は授業者単独で実践すると、授業者への負担が大きくな

ることから、多くの実践（とりわけ経験の浅いディスカッションリーダーによる教育

実践）が「チームティーチング」によって行われています。よって、本セミナーで授

業の共同準備を体験しておくことは有益な教授法訓練になると考えます。 
 
【講師役】と【サポート役】は、担当する演習授業で使用するケースについて、まず

はディスカッション設問を作成して、授業が行われる直前の日曜日の夕方までに丸尾

に提出してください。その設問は丸尾から全参加者に直ちに配信されます。また【講

師役】は、その設問を作成した意図、その設問を使ってケースを討議することのねら

い、討議をすることでどのような学びをクラスに形成しようとするのか、クラス討議

時間をどのように使うか、などをＡ４用紙４枚（ページ数厳守）に記述した授業計画

書を作成して“ｉｎｆｏ－ｃｍ＠ｋｂｓ．ｋｅｉｏ．ａｃ．ｊｐ”宛てに送信して提出してください。授業計画書
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の提出期限は演習当日の朝９時です。ディスカッション設問と授業計画書の提出責任

は【講師役】と【サポート役】の双方が負っています。 
 
一方、【参加者役】として討議に参加する者は、【講師役】から事前に与えられた設問

をもとにケースを読み、クラス討議で自分が発言する内容を授業準備ノートとして準

備します。授業準備ノートは手書きのラフなもので構いませんし、分量的にもＡ４・１

枚程度で十分です。これに、日付、ケース名、氏名を明記して、各回の授業終了時に

教室で提出してください。なお【講師役】と【サポート役】は、担当するケースに関

しては授業計画書を作成しますので、そのケースに関する授業準備ノートの提出は不

要です。また、第１セッションでは、参加者による「ディスカッションリード演習」

ではなく、講師による「ディスカッション授業デモ」が行われますが、授業準備ノー

トは同様に提出することが必要（提出対象者は全参加者）です。 
 
これに加えて、各セッションに割り当てられたリーディング教材と、教科書の指定箇

所を一読しておくことが必要です。 
 
 
10．ディスカッションリード演習について 

 

総授業時間の制約上、希望者全員に演習機会を提供できないディスカッションリード演

習では、演習者を「選抜者」というよりはむしろ「ボランティア」の位置づけにしていま

す。個々のケースでの学修には本セミナーの全体構成上の目的が埋め込まれており、演習

者にはその目的をひとつずつ実現していただくことが求められます。また、全６スロット

の演習を行うと、ディスカッションリードを行う上で陥りやすい課題が順番に顔を出しま

すので、これらの課題をひとつずつ丁寧に修正・克服しながら、次の演習者にバトンが渡

されていくことになります。 

このように考えると、演習者は本セミナー全体の脚本の中で「ひと仕事」していただく

「役者」とも言えますので、クラスでの学修の進行のために前向きに努力してくださる方

にお願いしたく思います。演習者の決定は、初日の授業の最後に行い、希望者多数の場合

はじゃんけんで決めることにしています。 

 

このようにして、演習者をボランティアの位置づけに留め、立候補制かつじゃんけんで

最終決定していることには、いくつかの理由があります。歴代の演習経験者に聞きますと、

「講師役やサポーター役になってしまうと、準備もやり出したらキリがなく、本番が終わ

るまでは演習ケースのことが頭から離れず、準備期間は仕事などに思い切り時間を投じら

れない」と、皆さんが異口同音に言います。しかしながら、「それでは困る」という参加者
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も少なからずいるはずです。 
また、人前でディスカッションを仕切ることへの苦手意識を抱えたまま講師役になって

しまったとき（外国籍の参加者の日本語能力不足の場合も同様です）などは、それはそれ

で演習日当日に辛い現実が待っています。こうした「誰にでも簡単には務まるわけではな

いタフな役どころ」を、仕事をしながら学ばれている参加者全員に強いるわけにはいかな

い、とも考えた次第です。 
 
講師役を希望される方に向けては、この場を借りて以下の説明もしておきます。 

 
演習者になる機会はじゃんけんによって手に入りますが、講師役を務めたために、その

準備にばかり気持ちが向かってしまい、演習外のケース討議に身が入らず、結局は学ぶべ

きことを学びそびれたという参加者も、また、演習者にはなったものの準備に十分な時間

を割けずに、当日に辛い思いをしたという参加者も、私たちは何人も見てきました。 
時間的にも、精神的にも、肉体的にも、本セミナーの参加者を相手に 50分間のディスカ

ッション授業を仕切ることへの適性や覚悟の面でも、ある程度の余裕のある方にチャレン

ジしてもらうことが、ご本人のためにも、クラスメートのためにもなると思いますので、

そのように理解していただけると幸いです。 
 
クラスがはじまってから改めて詳しく述べますが、本科目では、演習者になれば先生役

の「刺激的な直接体験」ができ、ならなければ「安全で良質な代理体験」ができます。ど

ちらがよりよい学びをもたらすかは一概には言えず、「やったほうが得、やらないと損」と

いうような単純な話ではありません。 
こんなことを毎回言いながら、本セミナーはかれこれ 20年、大きなトラブルも、もめご

とも、事故もなく、どうにか運営させていただいています。また、皆さんの希望があれば、

ひとつの演習についてサポーターが 3人などになっても構いませんし、逆に((1+2)×6)=18

人にはどうしても演習をしてほしい、というわけでもありません。その辺りはこちらも柔

軟に考えています。 
 
講師役での貢献、サポーター役での貢献、コメンターとしての貢献、討論参加者として

の貢献、皆さんがいちばん無理なく貢献できる方法を上手に組み合わせて、よりよい学修

の機会としてもらえることを願います。 
 

 

11．ディスカッションリード演習の Zoom サポートについて 

 

講師役とサポート役で構成される演習チームの準備活動については、チームからのご希
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望があり、講師と演習チームメンバーの予定が合う限り、講師が Zoomで 30分だけ相談に

乗ります。このサポートは本セミナーの授業外で行われるものですが、講師がボランティ

アで対応するという位置づけです。 

 

例年、大半の演習チームが複数回の Zoom サポートを希望され、参加者も講師も毎日夜遅

くまで予定を入れていることが多いという現状の中で、何とか常識的な時間帯にサポート

ミーティングを行うべく、演習者と講師がお互いに協力して時間を捻出していただきます

ようお願いします。サポートミーティングは遅くとも 21 時辺りまでに終了することが望ま

しいと考えますが、個別の事情もあるでしょうから、あとはチームが構成されてからチー

ムメンバーや講師とよく相談して最終決定してください。 

なお、サポートミーティングに講師が参加するのは１回につき最大 30分です。スタート

から 30分経過したところで講師は退席いたしますことを、予めご了解ください。また、講

師が行うのはあくまでもサポートであって、授業準備に際しては講師に依存的になり過ぎ

ないことも重要です。 

 

サポートミーティングのスケジュールは、できるだけ初日授業の終了後に６チーム分を

決定しますので、初日の授業後はできるだけすぐに帰宅せずに、教室で日程調整するため

の時間を確保しておいていただけると幸いです。初日の授業が 17 時に終了した後、すべて

の演習チームがサポートミーティングのスケジュールを決め終えて、教室を消灯するのは

例年 18 時ごろです。 

 

 

12．修了認定 

 

本セミナーの修了認定は、ほぼ同じ内容を扱っている大学院科目「ケースメソッド教授

法（特論）の成績評定方法に準じて行い、Ａ評定の参加者に優秀修了証を、ＢおよびＣ評

定の参加者に修了証を発行します。Ｄ評定となった参加者には修了証を発行しません。 

大学院科目ではないのに成績評価を行う理由は、このベーシック・モジュールの先にア

ドバンス・モジュールがあり、両モジュールの総合成績によって「ケースメソッド・イン

ストラクター認定証」を授与する制度があることによります。「ケースメソッド・インスト

ラクター認定証」を授与されるためには、ベーシック・モジュールとアドバンス・モジュ

ールの両方で成績が「Ａ」評定となることが必要です。 

それでは、本セミナーにおける成績評定の考え方、方法、基準について、以下で説明しま

す。 
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本セミナーの成績は、参加者個人の知識の増加量や授業運営能力の向上幅よりもむし

ろ、ケースメソッド授業の場作りのための貢献努力の度合に応じて評定します。前者

と後者は決して相反するものではありませんが、本セミナーでとくに後者を重視した

い理由について先に述べておきます。 
現実の授業運営では、とりわけその教育実践の初期において、学習者の意欲、準備

量、発言量が十分ではない状況での、講師の悪戦苦闘が予想されます。そのような状

況下にあってもケースメソッド授業を運営していくためには、どこかで理想に近い体

験をしておくことが望ましいと考えます。本セミナーが理想的な原体験の場になるよ

う、講師は全力を尽くしますので、参加者にも協力していただきたいのです。その貢

献努力に成績で報いることを、本セミナーの基本的な成績評価方針とします。 
 
授業の場作りに向けた具体的な貢献として、参加者には、まず授業に参加するための

事前準備を求めます。第１～４セッションで行う「ディスカッションリード演習」お

よび｢ディスカッション授業デモ（第１セッション）｣に参加するための授業準備ノー

トを毎回のセッション終了時に提出してください。授業準備ノートは９項に説明した

通り。第４セッション終了までに全７ケース分が提出されていれば、成績として

「Ｂ」を保証します。 
成績を「Ｂ」以上に上積みするための方法の第一は、クラスへの貢献度の高い発言、

質問、問題提起などです。このような姿勢が顕著に見られた参加者には、成績を上積

みします。第二は、より手堅い方法として、レポートを提出することです。レポート

の作成要領は下記を参照してください。なお、「Ｂ」評定の要件（授業準備ノート７点

の提出）を満たしていない方が、どんなに成績の上積みを目指しても、「Ａ」評定とな

ることはありませんので、ご注意ください。 

また、大学では単位取得要件として全授業コマ数の 1/3 以上への出席を求めています

ので、本セミナーでは出席票の代用としている授業準備ノートの提出件数が 4 回以下

（全７回×2/3）の場合はＤ評価（不合格）となります。 

 

＜レポートの作成と提出要領＞ 

レポートのテーマとしては、以下のいずれかを推奨します。 

１）このセミナーで学んだことについて、あるいは、それを今後のどのように活用す

るかの展望について、Ａ４・３枚程度にまとめて提出する。 

２）教科書や参考図書に掲載されているケースのような、授業の様子を描いたケース

（講師あるいは討議参加者として、実際に経験した授業の様子を記述する）を作成し

て提出する。 

ケースを書く際には、参考図書『ケース・メソッド教授法』の第Ⅲ部にある「自分の

ためにケースを作成する」(P.477)が参考になりますが、書籍自体は絶版になっていま
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すので、必要な方はケースメソッド授業方研究普及室にリクエストしてください。該

当ページのコピーをお渡しします。ケースとして提出されたものは、次年度以降の授

業で活用することも想定しています。 

 

レポートは、メールにファイルを添付して下記宛に送信してください。 

慶應義塾大学大学院経営管理研究科 ケースメソッド授業法研究普及室 

e-mail：ｉｎｆｏ－ｃｍ＠ｋｂｓ．ｋｅｉｏ．ａｃ．ｊｐ 

提出期限 8 月 18日（月） 当日のタイムスタンプがあるものまでを受理します。 

 

 

13．このコースに関する問い合わせ先 

 

慶應義塾大学大学院経営管理研究科 ケースメソッド授業法研究普及室 

e-mail：ｉｎｆｏ－ｃｍ＠ｋｂｓ．ｋｅｉｏ．ａｃ．ｊｐ 

担当：鶴ケ谷典俊（つるがや のりとし） 

 
 
14．お願い 
 

本セミナーの授業は、ディスカッションリード演習者へのフィードバック（演習映像

データの提供）および授業内容の改善を目的に、常時録画をしています。参加者にはご

理解とご協力をお願いいたします。 

また、本セミナーの授業映像は、収録日から 30日間限定で、視聴者を限定して閲覧で

きるストリーミング視聴が可能です。視聴方法については第１セッションで説明します。 

 

 

以上 
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